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OECDは「The Bioeconomy to 2030」において、バイオテクノロジーを活用した「バイオエコノ
ミー」の世界市場が2030年に約200兆円に成長すると予測。

バイオテクノロジーが切り拓く「バイオエコノミー」
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バイオ戦略2020説明資料（https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.html）及び2019.12.11 NITE
講座資料より抜粋

バイオエコノミー社会実現の鍵を握る微生物の利活用

微生物によるバイオ由来高機能素
材の開発、革新プラスチック素材の

研究開発

海洋生分解
性プラスチッ
ク国際標準
化と革新的
素材開発

マイクロバイオーム解析技
術、複合微生物制御技術
の産業応用

ヒト細菌叢
の創薬や健康
医療への応用

微生物の安定的・効率的な培養と
物質生産の最適化
（バイオファウンドリ）

スマートセルと
AIを活用した
培養制御

（株）カネカ
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2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略

※経済産業省 第8回 グリーンイノベーション戦略推進会議 「資料3 グリーン成長戦略・革新的環境
イノベーション戦略のフォローアップについて （2022年3月18日）」より抜粋 4



※経済産業省 第8回 グリーンイノベーション戦略推進会議 「資料3 グリーン成長戦略・革新的環境
イノベーション戦略のフォローアップについて （2022年3月18日）」より抜粋 5



新しい資本主義実現本部／新しい資本主義実現
会議
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ataras
hii_sihonsyugi/pdf/ap2022.pdf

Ⅲ．新しい資本主義に向けた計画的な重点投資（4ページ目）
２．科学技術・イノベーションへの重点的投資（11ページ目）
（中略）
特に、量子、ＡＩ、バイオテクノロジー分野は、我が国の国益に直結する科学技
術分野である。このため、国が国家戦略・国家目標を提示するため、国家戦略を
策定し、官民が連携して科学技術投資の抜本拡充を図り、科学技術立国を再興
する。（後略）
（３）バイオテクノロジー（13ページ目）
バイオテクノロジーについては、バイオものづくり、再生・細胞医療・遺伝子治療に重
点化する。
①バイオものづくり
バイオものづくりは、遺伝子技術により、微生物が生成する目的物質の生産量を
増加させたり、新しい物質を生産するテクノロジーであり、海洋汚染、食糧・資源不
足など地球規模での社会的課題の解決と、経済成長との両立を可能とする、二兎
を追える研究分野である。米国や中国では兆円単位の投資が行われ、国際的な
投資競争が激化している。大規模生産・社会実装まで視野に入れた、微生物設
計プラットフォーム事業者と異分野事業者との共同研究開発の推進、味噌・醤油・
酒類など全国の事業者が強みを有する微生物の発酵生産技術やゲノム合成・編
集技術等の基盤技術の開発支援・拠点形成や人材育成等、この分野に大胆かつ
重点的な投資を行う。
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新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画
～人・技術・スタートアップへの投資の実現～ 令和4年6月7日



【概要】ｐ２ 抜粋

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2022_gaiyo.pdf

統合イノベーション戦略2022 (2022年6月3日閣議決定)

基本計画における
具体的な取組

実施状況・現状分析 今後の取組方針

〇データ駆動型の研究を進めるため、
～（略）～また同様に、ライフサイエン

ス分野においても、データ駆動型研究
の基盤となるゲノム・データをはじめと
した情報基盤や生物遺伝資源等の戦
略的・体系的な整備を推進する。さらに、
環境・エネルギー分野、海洋～（略）～
【文、経、関係府省】

＜生物資源データ＞

・ＮＩＴＥが保有する微生物等を対象にゲノ
ム・データ、代謝データ等を解析し、生物資
源データプラットフォームの拡充を検討。ま
た、研究機関等から

生物遺伝資源の寄託を受けるプロセスと、
企業等に生物遺伝資源を分譲するための
プロセスを対象に、自動化設備の導入を検
討。

＜生物資源データ＞

・ＮＩＴＥにおいて、生物遺伝資源の収集及び
取扱いプロセスの自動化を進め、効率的な
ゲノム・データ、代謝データ等のデータ取得
を図るとともに、他機関とも連携し、生物遺伝
資源関連ビッグデータ利活用プラットフォー
ムの拡充を進めることで、多様な微生物や関
連データの利活用を促進し、バイオものづく
りの推進に貢献。【経】

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2022_honbun.pdf

【本文】ｐ104-105 抜粋
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・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化
✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

「バイオものづくり」：

微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★9万株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒ 純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カル
タヘ
ナ
法
執
行
支
援
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・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化
✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

「バイオものづくり」：

微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★9万株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒ 純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カル
タヘ
ナ
法
執
行
支
援

第一部：
微生物と関連情報
の検索、入手
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・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化
✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

「バイオものづくり」：

微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★9万株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒ 純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カル
タヘ
ナ
法
執
行
支
援

第二部：
微生物に関連した分析技術
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・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化
✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

「バイオものづくり」：

微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★9万株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒ 純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カル
タヘ
ナ
法
執
行
支
援

第三部：
微生物の利活用に際して
の関連 法令、ルール
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・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化
✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

「バイオものづくり」：

微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★9万株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒ 純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カル
タヘ
ナ
法
執
行
支
援
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